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ドイツ電機工業の独占形成過程 (上)

居 城 日ム

目次

序

ドイツ電機工業の生成一弱電工業時代一

二， ドイツ電機工業の独占形成過程(1)

一強電工業への移行と新領域の拡大

(1) 概観

(2) 80年代の電機工業

(3) 90年代の電機工業(以上，本号)

三， ドイツ電機工業の独占形成過程 (II)

ーその金融的機構一

四， 1900年恐慌とドイツ電機工業

五，集中，再編過程一二大独占体系の成立ー

結びに代えて

序

本稿は， 1印9世紀末葉カかミら2却O世紀初頭にカか首けて独占形成過程を経過したドイ

ツ電機工業の構造分析を試みたものでで、ある(ω1り)

ドイツ電機工業は「新興産業lとLて漸く前世紀の8叩O年代にその生産的基

礎をかため， 90年代に入るや急激な拡大過程を展開し，石炭・製鉄業ととも

に世紀末の昂揚過程を主導する基幹産業として成長し， 1900年恐慌ののちに

二大電機独占体制の確立をみたのである。

しかし，独占形成過程において種々の構造的特質を指摘できるドイツ電機

工業の分析は， これまでわが国では大野英二氏の「ドイツ金融資本成立史
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の労作者(~余けば繰ったものは殆んどないというのが現状であるのこれは

支でのドイツ独占資本分析が糠しく石炭・製鉄業の分析に集中・猿定さ

れてL、たためマある。 ドイツ独占資本・金書虫資本は(EL

て生成しながら株式会社制度。着極的機用によって，

産と資本の集積・集中を進め急激な独占溶液過程在際開

とし

中心として生

的なものとされるのであるが，その過程において中戦的役置をしめるのが炭

ったからである。だが，ここ

したのは，薪究史の空白を壊めるということのほかに，炭鉄殺とい

った議事均的な独占部門が大不況の過程で長期にわたって集積・集中選重きを展

開した畿に成立したのに対し様々十数年の窮謁でもって基軸的生産部内の

うちに独占体畿を作りあげた電機工業の発農の急激さに注呂したからに他な

らない。そして「新興臆業j としての電機工業の独占形成過程の分析は，そ

の発展の急激ざとそれを支えた独特なる議講・条件，それが展寵した旺盛な

器外進出活動において， ドイツ 少なくともそ

な語{員，IJi語、会明らかにしうるのではないかと考えられるからである。

しずこカ1って としての電議工業の発展過税・独点形成過程の諸

特質を検出することによって， ドイツ数占資本主義の運動をその一般性と特

殊畿の銃ーにおいて記握ずることを第一の課題としたい。

さらに第二に辻形成期ドイツ需楼主議数占が接関した強容な証券的機構の

この部門の金構造の中における機能と意談合篠認することである。 f自の強告

と問機に，電機工業においても株式会社形成の線用は一段位であった

が，たんなる株式会社形式の援用にとどまらず，企業の設立と独占の形成が

重躍的に展簡ずる過程にあって，電機工業においては設備・運転資金の調達

と支配の集中が独特な証券的機構の形成さと還して?行なわれたのであった。こ

の点にドイツ独占体制のいわば，一方の軸てとなす「新興産業jとして

工業の諸特質が集約自告に表現されていると思われるのである o

とともに主導した電機工業の激烈な発

展過額が， 20世紀初頭の1900年恐環により深刻な狩撃を蒙るに軍り，致点的
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集中がさF れる最程を分析すること る。この点をとくにと

りあげるのは従来の独者分析が，大不況との欝連でなさ予れることが多かった

のに対し，独点段階の間関の指機的な「出来事」として世紀初演の1900年恐

げているレーニン f智国主義論(3)Jの指舗を深めるためで、ある。一設

に紫本主義の発展段階を滅するものとして，恐器・戦争・革命といっ

義の矛j霞の曝発ちとあげ、ることができるであろうし，それはま

循環的進殺を通してよ院展していくものであるという認識に支えられてのもの

る。資本主義の矛藷の累積とそのー誌の解決・矛腐の拡大再主主鹿という

し，しかも矛震の一応の解決たる恐環が資本主義の発展段

:賠の露恕をなすということは，とりもなおさず資本舗生産の矛盾の処親機構

.転機機構の変化を必然化ずるものであるに他ならない。

基本的にはこの点にこそあるというべきであり，議室穣様式の変化や支記長さな

資本の存在形態の変化法あくまでその結果であると考えられる。ほ援このよ

うな認識にたって新興電機工業の独占体制確立にとって決定的に重要之思わ

れる1900年恐鋭の渦程を，謙譲部門の内的講造にそくして分析することが第

三の謀議であるの以上が本稿で取上げる認題点であり，筆者の潟題関心の所

しめすものであるし

(1) 既に筆者は独占形成期のドイツ電機工楽にかん

る恐哲おN!J程との

関連号事の分析が著しく不十分なものであった。本橋はその点で、!日務の補完を意

図したものである。 f邸機「独占形成郊におけるドイツ電機工淡の証券的機機J

<r北大経済学J，第14号所収〉参療。
{2) ドイツ金属生資本，独占資本の成立過程に関するわが潟での主要な議案綴として，

戸獄図郎「ドイツ金菌室資本の成JL過程J，武EB隆夫綴， r傍鼠主議論J，上(経
済学体系，4)大野英ニ「ドイツ金議室資本成立史論」同氏「ドイツ資ヱドゴ院議論j

等がある。
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(3) レーニン「帝国主義論」大月l仮「独占体の歴史を総括すると基本的につぎのと

おりである。……同，十九世紀末の活況と 1900~1903年の恐慌。カルテノレは全

組済生活の基礎のーっとなる。資本主義は帝国主義に転化したj(向上書28頁)

11900年の恐慌・…ーこの恐慌は，われわれが知っているように，最近の独占体

の歴史で転換点の役割を演じたものであるj (向上書， 38頁)なお独占の成立

なり金融資本の成立の概念的把握が必ずしも分明なものでないことが高橋哲雄

氏によっても語られている。 rわたしはそれまで比較的なおざりにされてきた
『独占』ないし『金融資本」概念そのものの不分明さにあらためてっきあたら

ざるをえなかった。いし、かえると一定の産業においてし、かなるばあいに独占が

成立し，金融資本が成立したといえるのか・・…」と.同氏「イギリス鉄鋼独占

の研究」昭和42年 3頁。

ドイツ電機工業の生成 一弱電工業時代ー

ドイツ資本主義の独占段階への移行期・過渡期は， 1873年世界恐慌を画期

とし，それに続く20数年間にも及ぶ「大不況期|に照応する。その中軸的地

位をしめる石炭・鉄鋼業は大不況の過程を一貫する過剰生産構造のもとで，

価格の長期的低落傾向に悩まされながら，生産制限・価格協定等め種々の独

占化組織形成の試みを一方で行ない，他方で労働生産性の高い固定設備の更

新的拡大を行なうことによって顕著となった大企業と中小企業との分化の進

展にもとづいて集中@合併運動を強力に展開し，遂に90年代に入って恒常的

独占組織たる「ライン・ヴェストファーレン石炭シンジケート A.-dRhei-

nisch-WestfaIisches KohIen-Syndikatj (93年)，および「ライン。ヴェ

ストファーレン銑鉄シンジケート Rheinisch-Westf五IischesRoheisen-Sy-

ndikatj (96年〉の結成へと向っていった(1)。

これに対して独占段階確立の指標である1900年恐慌の後にジーメンス・グ

ルッベと A.E.G.グルッベの二大独占体系を樹立するに至るドイツ電機工業

の発展の歩みは，炭鉄業と比較するならばいかにも「新興産業」の名にふさ

わしいものである。十九世紀80年代以降の電気機械に関する種々の技術的変

革守，経済過程の高度化，結合生産の進展といった事情に内的基礎を与えら

れ， 90年代に入って急激な拡大過程を展開するに至る。この90年代の電機工
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業の資本養護・

一部門として定着させるほ ンポのものであったが，かかる

さもいくつかの持手ぎな条件に支えられてこそはじめて可能となったので、あ

り，その点にわれわれの興味をひく問題がひそんでし、ると思われる。

ところで漸く80年弐以降， ドイツ資本主義の干写生産構造のムちに独立の産

業部門としての捻議会確保するに至る電機工業も，それにさかのぼること30

-40年の，いわば前史的発展史を有しているのであり，その時期をわれわれ

グレーラ…<E.KreIler)にしたがって電竣工業の「弱議工業時代ωjと呼ぶ

こととする。 70年代を境にして，それ以前の時期を「弱電工業時代Jとし，

それ以降を「強電工業時代jとするならば，いう設でもなくドイツ

の再生産構造のう 新興の基幹産業として登場するのは初年代以降のこ

とに属す{)"このことは， 73年主祭器にはじまる f大不況jの過搬な炭鉄業に

るそれと同じように誌，単純に震譲工業の独占形成過程とはいし、得ない

理由でもある。 したがってわれわれ拭，独占形成と関逮ずる

代」の分析に先立って「弱竣工業時代Jの電機工業の発燥史てど考察しておく

こととするι

金成惑のドイツ電機工業立， の揺欝領域

される弱議工業としての性搭なおびており，いまだ自立した産業部門

を形成しでいたわけではなく機械工業部門〈各種建議機械，工作機誠，

運事会手段等の生産〕の一小部門宅どなずにすぎないものとして1840年代半に生

成を開始

周知のようにドイツの議業革命の牒聞過程は，器内外の諸条件に議定され

イギりスとは兵なる過諜をたどった。へとれはたとえばドイツ

主導的な部子うとはなりえなかったこと，それに代って

40年代以持本格化した鉄道建設や，それと務援な産機的連関を有し50年代tl、

とげるお炭・製扶梁等の重工業が，産議翠命の本格的展開擦

に;おける主導部門の役部を載ったことなどに端的に示されるところで、おる。
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そしてかかるドイツ産業革命の展開過程のうちからその最終局面において有

力な機械工業の確立をみたとされているω。

一般に産業革命の展開過程は，繊維工業に代表される消費財生産部門にお

ける機械化にはじまり，消費財生産部門に労働手段・労働対象を供給する石

炭・製鉄・機械工業等の生産手段生産部門の確立をもって産業資本の自立的

再生産軌道が定置され，この最終局面において全国的規模で、両部門を有機的

に結合するための交通体系の変革(交通革命(4)) が行なわれる過程とされて

いる。だがドイツの場合には生産手段生産部門に偏重した構造において進展

し，とりわけ機械工業においては早期に輸出国となるといった特異な過程を

たどったのである。

ところで幼年期のドイツ電機工業も，機械工業の一分岐たるにすぎないも

のであったにも拘らず，その発展過程の中において早期から資本輸出，海外

進出の有力な分野を構成した。この時期にすでにヨーロッパにおける「独

占」的地位をしめるに至ったジーメンス・ハルスケ商会 DieFirma Sieme-

ns & Halskeが展開した活発な海外進出活動は， この間の事情を明瞭に物

語るものであろう。

このように弱電工業としてのドイツ電機工業は産業革命の進展と密接な関

連を有し，産業革命による商品流通網の拡大にともなう交通・運輸・通信体

系の整備という内的要請にもとづくものとして生成した。そこで次に当該時

期における電機工業の発展史上の特質と，以上の過程を代表する唯一の「大

」企業たるジーメンス・ハルスケ商会の企業史的展開過程をあとづけてみる

こととする。

先ず，この時期の電機工業の製造領域(5)についてみると， 40年代以降に開

拓された種々の電信装置およびそれに付随する電線，電池，遠距離通信に必

要な計測，統御器および鉄道網の建設に伴う信号装置等の製造に限定されて

いた。このことは当時の産業発展の度合と電気技術の発展段階によって大い

に制約されていた。特に後者の点に関しては，いまだ強電圧の電流を抽出す

る方法が存せず比較的弱い電流しか抽出・利用出来なかったことと，抽出の
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ための繁用が嵩んだために，製造の領域も「シグナノレや言葉合連ぶ〈めJ

.電信の領域といった極く麗られたもので、しかなかった。

この時期に電機工業の製造活動に従事していた経営数などは資料の制約の

ために確認できないが，かかる遜僑機器等の製造を醤有の業務としていた経

営は当時においては極く議かであり，しかもジ…メンス・ハルスケ

除けば大ま患が議様3ごの作業場 (Mechanik号rwerkstatten)において

に行なわれていたか，そうでな汁れば他の;競技製造工場等の副綴蛍(Nebenω

betrieb)におし、 されていたのであるめ。

このこと ・労働過程の盤格とも密接に際連し

ている c というのはそこでは分業の選擦は全く遅々としており接接の利用も

極めてi壊れており，依然として手工業約熟練に強く依存するものであって，

金工程が単独の機械工によって遂行される f窮密携を滅工の労働の罷越 Vor-

herrschen der Arbeit des Feirunechaniker(8) jを労働過程の共識の特徴と

o 

的熟練な要

であった。このように電器製造技術が高度の手工業

め， 1図々の経営で現実に統轄しうる労働者数は極端に舗彊

されざるさと得なかったc 従って!大経営と小経営の区別は，分業の進畏度

よってではたく，ただ労{勤者数にもとづいてのみなされた」のである紛。

弱電工業時代にジ…メンス・ノリレスケ商会が圧倒的な独占的地伎を築きあ

げ、えた理由は，この頭会の傑出した技術水準と，多数の懇鏡労働者トを確保し

えたことの{患に議信装援の製造競売にかんする独自の需給構造を指擁するこ

とができょう。それは当時の電信装置の需要・謂費者層が，翠や地方公共団

体や鉄道会社等の大企業に限られ，註文額が大規模であったニとに加えて，

そうした注文は多数の小経営に

もと

して!匂げられることが少なかったために

，一定数の労{勤者を接ずる緩めて

少数の生産者・大経営にのみ集やしたのであった。かかる ジーメン'ス

-ハルスケ商会にその他多色の小経営を凌駕する池般をこの時期に与えたの

であるが，次にこのジ…メンス際会の創業議報とその後の発展をみておこう。
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〔ジーメンス・ハルスケ社の創業と発展〕

1900年初頭には A.E.G.とともにドイツ電機工業の双頭の鷲に成長するジーメ

ンス・ハルスケ商会(10)はそれにさかのぼること約半世紀前の 1847年10月12日に，

当時30歳であった砲兵隊長ウエルナー・ジーメンス WernerSiemensとその協

働者たる機械工ノ、ルスケ J.G.Halskeによって合名会社としてベルリンで設立さ

れた。ジーメンス・ハルスケ社の技術的基礎は， 46年にウエノレナー・ジーメンスに

より発明された磁針電信機の改良型の特許と，絶縁銅線製造のため夕、vタベルカ圧

搾機とで‘あった。この技術は地下電信方式と海底電信方式を可能とするものであっ

た。プロイセン参謀本部の電信導入委員会の委託のベルリンーグ、ロスベーレン間の

試験電信線の敷設をこの方式によって行ない成功したため，ジーメンスは企業化に

着手したので、あった。創業当時は3台の旋盤と10人の労働者で製造が行なわれ，製

造業務についてはハノレスケが統轄し，ジーメンスは技術開発，注文の獲得等の経営

全般を統轄した。創業のための資金は叔父のゲ、オノレク・ジーメンス GeorgSiem巴ns

から毎年の利益に参与するという約束で6000ターラーの出資を受けた。これ以後ジ

ーメンス・ハルスケ社は創業者が死ぬまで外部資金に依存せずに内部の蓄積によっ

て経営規模を拡張していった。ベルリンーアイゼナハ線の通信線建設にはじまり次

々とドイツ内部の通信線建設を受注遂行したが， 51年にはジーメンス・ハルスケ社

の建設した通信線に技術的なミスが発見されたため，プロイセンの電信建設の発注

から締出されるという，設立以来はじめての危機に直面した。しかしジーメンスは

この危機を，海外に市場を求めることでのりきり，ロシア，イギリスへ進出した。

当時，園内に有力な電信製造企業の存しなかったロシアには弟のカール・ジーメン

ス KarlSi巴m巴nsを配して支庖，分工場を設立し，殆んど独占的にロシアの主要

な電信線を建設し巨額の利益を得た。イギリスには兄弟の一人であるヴィルヘルム

・ジーメンス Wi11helmSj巴m巴nsを派遣し支j苫を設置した。海底電信の敷設に重

点をおいたこのロンドン支広は当初業績不振であったため，ハノレスケはロンドン進

出に反対しロンドン・ジーメンス・ハノレスケ社から手を引き，その後はジーメンス

・ブラザース社(SiemensBroth巴rs)として独自の製作所を建設し，主として海底

電信の受注を拡大し発展していった。

このようにジーメンス・ハルスケ社は50~60年代にはヨーロヅパ最大の通信機器

製造・建設会社に成長し，国内市場の狭溢さを克服するため積極的に海外に市場を

開拓することによって急速な利潤の蓄積を進めた。弱電工業時代のジーメ γス・ハ

ルスケ社は.ジーメ γス自身が技術者であったことも手伝って不断に技術的改良を

重ねたこと，ヨーロ γパの各地に支庖・分工場を設置することによって販路を拡張

し，ヨーロ vパの主要な電信網・鉄道電信の独占的受注に成功した。

〔注〕

(1) 戸原四郎「ドイツ金融資本の成立過程」第二章等を参照。
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(2) Emi1 Kr・ell日r，Dje Entwicklung・der deutschen elektrot巴chnisch恐n

Industrie; 1903. S.3 

(3) 産業本命鶏のドイツ機紙工業の分析を行なったものとしては次の論綴を参照。

「ドイツ機械工業の生成過程J (河野健二，飯滋ニ郎編 il.!.!:a事資本主
義の形成j昭和42年，所収〉

小笠原茂 119役紀前半におけるドイツ機械工業の発展」 高学論議終，

第38巻第2

(4) ドイツ産業革命令開始させたものとして鉄道建設をき愛読するものとして，北条

功「ドイツ産業寿記長話と鉄道建設J(高橋率八路綴f産業率命の研究J，1965，所収)

紛 E.Kr日ller，a. a; o. S.4 

(6) E. Krell君主 a.a. o. S.7 

A. ，司lirmingh在us，El告ktrizit誌t日一industrie(Iぉ廷andwりrterbu亡hd合r3t 

aatwisseぉschaft号n.3Aufl. 3BD. S，928) 

。)E.Kr・eller，a. a. o. S，4 
{9) E.Kreller. a.a. O. ss.4-5，ゾンバノレトは弱電工芸長時代の

形態な「巨大な音義人経営J.Individual加 triぬ imGrossen とi浮んwむいた。

M ジ…メンス・ハノレスヶ社の創業と発展過程を取扱ったものとして以下の諸著を

参照。

R. Ehrenberg， Dje Unternebmungen d巴1・Br弘司母rSiem告ns，Erst邑rB~ぇnd.

zum J坊主e1870， 1906 
Werner von Siemens， Leb告nserinnerung巴n，16th e弓ition1告56

G告G玄草 Siemens ， Geschiむhtedes Haus Siemeロs，3BDE， 1949 

-1953、また戸ンドンの支腐とその後の独立の遜程については J. D. Scott， 

Siemens Brotbers 1850~1958 ， 19誌を参照。なお東洋経済新報社からく世

界企業シ予{ズ〉の第.10巻として大野英二教授が IO/ーメンスJ

併せて参異議:a:乞う。

ドイツ電接工業の独占形成過慈く1) 

一一一線滋工業への移行と新銀域の拡大一一

(l)概 援

十九世紀40年代以降， ドイ る機械工擦の一分岐
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として，その内的構造において手工業的熟練に依存しつつ，技術者的=商人

資本的な資本蓄積の性格を濃厚におびながら，旺盛な海外進出活動を展開し

た通信工業=弱電工業としてのドイツ電機工業は80年代以降，急速に，独占

形成過程のドイツ資本主義の再生産構造のうちに基幹産業の一分野としての

地位を固めることになる。

石炭・鉄鋼業における独占形成過程においては，大不況のさなかである80

年代にあっては，生産過剰と価格の長期低落傾向とし、う重圧のもとで種々の

独占組織形成の試みがなされ，とりわけ80年代後半以降には炭坑集中運動が

さかんに行なわれたのであった。

それに対して電機工業においては炭鉄業とは全く様相を具にし， 80年代は

90年代の急激な発展を前にして新たな製造領域の拡大を行ないつつあった。

大不況期にありながら新領域を開拓していった80年代の電機工業の発展は，

重工業部門における生産と資本の集積・集中，機械体系の大規模化，労働者

層を中心とした人口の工業地帯への移動，都市，住宅問題の発生などの経済

生活の高度化・構造変化に伴なって，新たな動力機構・照明・輸送体系創出

の必要性といった問題が，電機工業の急激な発展にとっての動因として存在

していたのであって(1) しかもそうした過程に照応するように，強電流創出

とそれの経済過程への応用のための一連の技術的変革が進められたのであ

る。これを通じて80年代以降の電機工業は全く様相を一変し，手労働への依

存から機械による大量製造方式の導入という生産方法の変革と，弱電の専一

的構造から強電部門の優位の確立とし、う生産構造の変化を徐々に顕著なもの

としていっTこ。

ところで， ドイツ資本主義の全体的な過程としては独占形成への移行過程

である80年代から90年代に新たに産業分野を開拓することとなった電機工業

の発展過程は，単純に「自由競争的」な過程を経過することによって独占形

成へと向ったわけで、はなく，多かれ少なかれ，新領域の開拓と独占形成が重

層的に進行するとL、う過程をとらざるをえなかったのであり，独占形成過程

についても種々の特徴を示すζ とともなったn もとより ζの点は，生産の構
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1造のみにおいてL市、得ることで、はな<.すく、、れて金融・証券の構造分祈念必

とすると考えられる。そして以上の過程はとりわけ90年《の発畏に集中的

されることとなるのであった。

(幻 80年代の電機工業

ドイツ • 70年代ま とそれに付槌する諸装置の製造

ら， 80年代以舜の照明・動力・議送機構のニLネノレポ{とし

気を利用ナるいわゆる強設工業時代へと移行し，新興の基幹産業としての;地

る。しかしその過程が大規模に擦揮されるのは90年代に入

り，しかもその後半においてなのであるが.80年代はかかる新たな飛嬢のた

めに新産業としてのレわば紫的変化。議程としての意義をもっ。

この点はたんに電気機械の技術上の諸変革とその紫用化の点にかんmずるこ

とのほかに，これに伴って技術上の特許等を基礎として新たに電機製造のた

めの企業の新設立がなされたこと，発電機・

品の製造領域が甚大し，弱警護製品にとって代って独占溶液期の電機工芸誌の中ぺ

心的製造震域安形成Lたこと，あるいは支た議議工業の資本と労働の存在形

、ても多くの変革的作用さともたらした点を指摘できる。し

たがってここでは電機工業の発展にとっての80年代の意識を確定することが

罰題となるの

電気機競技術史上の最重要の発明の一つにかぞえられるウぉルナー・ジー

メンスの発電携の発明法，この時期の多くの技術的変革めうちでもとりわけ

自に議する。というのは，これまで議気エネノレギーの存在は知られていた

ものの，強い議誌を安定的な状態で盟常的に抽出する方法がなかったために

経済過程に応用されることがなく，盛かに科学釣方法にもとづいて電池によ

って弱し、電誌を抽出するにとどまっていた。したがってその科用範関もぜい

ぜい協器等の通健体系じ建立をされざるさど得なかったのである。

ところでジーメ γスによる発電機の発明は，すでに67年になされていたの
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であったが，これと関連する絶縁ケーブル・変思器等の技術的改良の必要と

いった事情のために， のは瀦く80年代に入ってか

らであったくわ。折しもジーメ γスの発電機の発明と符節会合わせる知き，ニE

ジソンによる由熱電球の発明の登場は， 80年代の強撃工業部門の拡大にとっ

て薫擦な意義な怠ったことはまちがいがないっ

ジソンの向熱電球〈のは，その特許のドイツにおける独占的務局権宏被保

みなった。 ぞれが後年，ジーメンス・ハ/レ

スケ社とドイツ電機工業を二分する豆大独占を形成するに至るアノレゲマイネ

・エレクトリツイデート・ゲゼノレシャブト(A.E. G.)一一設京特の社名は

ドイツ・ユジソシ社である。

このような強電技術の変革によって新たに翻施された菱重悲領域は，

ーブ/レタ警護線， プ…ク灯， 舟熱電球，宝章力積算言it，

電動機などである。 ，機械体系のうちで動力磯の部分に結

合されることにより，重主力ニLネルギーとしての領域が拓かれることとなや

た。とりわけ論議部門において，炭坑鉄道 Grubenbahn.市街扶道 Strase

nbahn，地方鉄道 Lokalbahn等の稜々の鉄道電化が80年托以降進展しふi

上のすべて、の電気設備に電方を供給する発議所建設が始められたω。

このように初年代に電機工業の製造領域が拡大したことに伴ない，弱護部

門で倒的地仕を諮っていたジーメンス・ハノレス

・拡張をはじめとし， 90年代に向けて驚機工業のグループイむの中核企幾とな

る驚機総合霊長印課企業が新設されたのであるが，以下では A.-E.-G.社とシ

ぷツケノレト祉の設立場穂と80年代の発展 どってみよう念

(A. E.G=ドイツ・エジソンさまの設立と発援∞〕

ドイツ電機工業の代表的綴作会芸主たるん E.G(Allgemeine Elektrizitゑts

Gesellschafりは!日社名、会ドイツ.;:r.ジソン会社〔恥utsch号 Edjson-G官sel1sc

haft fur angawandte Elektrizitゑts)といいも1883生存にz ミーノいラテナウ(En1i1

Rathen乱u)により.ジ…メンス 9ハノレスケ社， 1阪入銀行家ヤコプ・ランダウ(Bank
firm母nJacob Landau inB釘1in).ズノレツィミ';17、兄弟 (Gebr.Sulzbach).ドイ
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ツ・ナチオナ…ノL銀行 (Nationalbankfur D巴utschlandin B吾氏in)の協織で三

資本金:500万MKでもってベルザンで創業dれた。この会社は，
白熱電球とその関議設綴に関する3経験会社 Ver・suchsgesel1schafti')解散により、

ドイツ・品ジソン社に引き継がれたものである。 ドイツーぷジソン社は，パリーの

コンチネソタノレ・エジソン会社(Co.Contmental巴 Edi訪れ zuParis)からお万マ

ルクでエジソンの白熱寵まま終許のドイツにおける独占的利用権な取得した。設立当

初，会社は，スジソジ電球に関する特許独点により，電球生産の分野における独占

的地{立をどおさめ拡大を続けたが，電球以外の事裁安j幾械，議鐙についてはジーメンス

.ハノレスケ社が供給寸るという協定が結ばれていた。

ところが80年代の三いには，ユゾソンの特許に抵触しないスワ γ電球の上位汲以後，

ドイツ・ぷニジソン社の液球独占はおち絞られることとなり，

出現?こよう激しい価格引下げ競争が淡関された。

87年にはドイツ・エジソン校は， ドイツ

大加するため，パザのコンチネンタ}v・ュヅソン社に80ヌ79ヱfMr立をど支払ってその制

限的契約三ど解務し，さらに議室求生産に関連する諾電気機縁の生産を悶ら行なう

これまで殺りジーメ

なうことになり

の契約な修正し 10の馬力以上の電気機器とケープツシは

ら欽岳会主ど受けるが，それ以外のものは自社で‘生産を行

しすこ。 (A.E. G. 

がジーメンス社から製造活動のうえで完全に独立するのは94年であり， A.E.G.Iま

35万?ノレクを支払って契約が解消された)。これとともに社名をム

ineEllは trizitぶ意向Gesellschaft)と改名し， い株式資

本金書ど 120万マルクに増資した。

80年代の半以降，

この会社か

ベルリン中央発電所桜町1inerElektrizitats¥時 rl杭B.E. W.)である。B.E. W. 

A. E. G.にとってのや間持株会役としての役務を有し‘若手地に

た。

ふ.E. G.によってひらカ叱れた創業活動と製造活動とのこの絡会は，電機工業発

展のための f新たな原理J(のとして，すなわち季製造業務と販売業務の併行的主主大

による交配の集中さといわば同時的に達成する方式として，ここれ以後と

ブによって綴滋的に採用されることとなった
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が， A.E.G.が既に80年代に先行的に展開した点，注目に値するものである。

〔シユヴケルト電機会社の設立と発展(7))

ニュルンベノレグ Niirnb巴rgのジュ vケルト電機会社 (Elektrizit忌ts-A.-G.vor 

m. Schuck巴rt& Co)のそもそもの起源は弱電工業時代に発しているのであるが

，創業者シュヅケルト(JohanSigmund Schuckert)は機械工としての徒弟修業

の後， 1866年にはマイスターの地位を獲得し，アメリカのエジソンのもとで，タイ

プライターや電信装置製造に従事していたが， 73年，ニュルンペルグに帰りミシン

の修理や計測器の製造のための小工場を設立した。当時ドイツはちょうど70年代初

頭の「設立期 Gründerjahr~Jにあたうていた。その後シュ vケルトは電気機械製

造の領域に進出し，発電機，アーク燈，電動機などの各種の電気機械製造を開始し

た。 80年代に入るとドイツ・エジソン社から特許分与を受けて白熱電球の生産を開

始し，工場用の電気鉄道建設，独自の技術にもとづく探照灯の製造にも着手した。

創業者たるシュ vケルト自身の新技術開発に基いて会社は次々と製造領域を拡大

し，88年にはこのため合名会社から合資会社へと組織変更が行なわれた。これにより

会社の資本金は200万マルクに増資された。出資社員にはシャーフハウゼγ銀行(8)

Schaafhausensch巴Bankverein，ニュルンベルグ機械製作所 Maschinenbau-A.

-G，Nurnb巴rg，工場主リ γター， Hugo Ritter，商人ワ vカー， A. Wacker等が

参加した。

80年代末から90年代にかけて，シュ vケノレト社は電気鉄道，発電所の建設，電気

化学の分野にも進出し， A. E. G.とともに強電のあらゆる領域で製造活動を行なっ

た点を特色とする。またシュ γケルト会社は，ライプチヒにあった機械製作所やケ

ルシのシュピーケノレ電機製作所などを70~80年代に合併し，自社のニュノレンベノレグ

工場に生産を集中し，これらの併合製作所は販売・設備組立て業務にあたらせるな

どのことを行なったω。

93年には強い資金需要のために1200万マノレクに増資され，同時にシュクケルト電

機株式会社に組織変更された。

第 l表は80年代のシュ vケルト会社の発展を示すものである。
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〔第 l表〕 シュッケノレト電援会社の生産・労織・売上げの発展

6O 33 

80/81 75 11 41 

81/82 128 202 60 

234 628 148 

83/84 366 1152 745 187 

84/85 348 539 209 1 16 

85/86 500 2416 ! 1300 274 1.53 

86/87 543 1747 364 1. 74 

87/88 607 5867 1876 38 i 2008 485 3.37 

88/89 593 5886 2417 35 2359 603 4.31 

昌吉/1890 671 7140 3633 46 2953 765 I 6.00 

出典 Fasolt.Dje必命的 grosten deuおchen

El恐ktrizitats口 G日sellsch設ft告n， S.83より

ところで80年代の駕機工業のこのような製造震域の拡大と

おける労議過程の耐にも大きな変革を主主じさせることとなっ

それまで、支配的だった全工轄を手工業的熟練労働者の労識に依存してい

た段階から，機械による機器の生産への移行がJそれで、ある。

機誠による磯臓の生産・大盤製造方または，電機製造に関しでは，アメリカ

で最初に行なわれた方式が80匁間の半にドイツに導入されたものである

ども，これももとより電機製造の労働過程における分業の進畏，労畿の細分

イ七の進展と賭町、ずるものであった。この「新しい機械製議長室理j

具体的には電機工業製品議類毎の「専門作業機械Jの導入によっ され

たのであるが(10〉，それが電機工業の全体構造に及ぼした影響はさしあたり一

つの点に設とめることができょう。それ拭電機工業企業の全体講造における

企業の分化綴向の拡大とそれに伴う一定の「系列麗主義Jの形成および労鶴者の
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内的構成における変化である。

先ず，前者に関してであるが， i新しい機械製造原理」はさしあたり発電

機製造の部門に定着し，まもなく強電の全分野に普及したc しかし，強電と

いう新しい製造領域の急速な拡大という当時の状況のもとで，電機製造企業

が相互に競争能力を高めつつ多角的，多品種， 大量製造企業に移行するに

は，電機製品生産の諸部門を拡大し，それぞれの専門機械を調達し，多方面

の原料，半製品の購入のために大量の資本調達を必要としたのであった(11)。

こうした事情のもとで，電機工業の総ての部門にわたって，あるいはその

うちでも巨額の資本を要する領域で，生産を拡大された規模で遂行すること

は比較的少数の資本力のある企業にとってのみ可能なことであって，それ以

外の多数の企業は，特定の電気機器なり部分品を製造するというように，そ

の活動領域を個別，専門製品の製造に特化，限定しなければならなかった。

こうして「新たな生産方法」は電機工業の部門内部に，巨額の固定設備を

要する発電機等の商品の生産および各種部品の組立て等に重点をおく総合電

機製作企業(総合メーカー〉と，特定商品ないし部品のみに生産を特化する

専門製作所 (Spezialfabrik) (し、わゆる専業メーカー〉ないし部品製作所

(部品メーカー〉との三つの企業群への分化傾向を明確なものとしたのであ

っTこ。

専業メーカーは特定商品製造のための専門機械の導入と大量製造方式の採

用によって，費用価格の低下と管理費の縮減が可能となったので，大企業に

対しでも極めて強い競争能力を有していた。そのような専業メーカの存する

領域は，計測器，電話装置，電力積算計，アーク灯，開閉器，絶縁材料など

の製造部門である (12)。

ところで専業メーカー，部品メーカーと総合電機製作企業との関係は，電

機工業の発展のなかから次の様な再編過程を通じて，一定の「系列関係」が形

成されるに至っ件。それは一方では専業F ーカーや部品メーカーのもとで，特

定の製品への特化傾向をいっそう強めたこと，他方では大企業が特定の製造

領域(たとえばケーブ、ル製造，蓄電池製造など〉で自らが製造活動を行な A
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ことを断念し，その製品に関しては特定の製作所から購入するとしづ関係が

形成されたことである。このような専業，部品メーカーのもとでの構造変化

も大企業の利益において，資金的援助をはじめとする種々の援助によって進

められたが，大企業は電気設備の部品規格を各企業毎に設定することによっ

て部分品メーカーの系列化を進め， 専業メーカーに対しては特定製品の版

売，購買関係を通じて系列化を進めたのである (13)。この場合，大企業と「系

列化企業」との聞に明確な資本的支配関係が存しなくとも，綾上のごとき流

通過程を通じる系列化が可能とされたのであり，こうして総合電機製作企業

を中核体とする製作企業のグループ化が80年代以降に顕著となった。

「機械制大量製造原理」の導入が電機工業の総合大企業と専門，部品製作

所とへの分化傾向を明確なものとし，両企業群の関係に一定の系列的連関構

造を生みだしたのに対し，他方で、は当該部門の労働に従事する労働者層の内

的編制の構造にも変革的作用をもたらした。それは，電機工業の作業過程へ

の専門作業機の導入を契機とする労働分割の著しい進展の結果として，弱電

工業時代に支配的だった手工業的熟練への依存という労働J者確保にかんする

制約条件から大きく解放されたことである向。このことは，それまでの手工

業的熟練工以外の多数の不熟練労働者の電機工業への流入の基礎をなすもの

であったが，しかし，これによって熟練労働者の駆逐が行なわれた訳ではな

く，のちにみるごとく90年代に入って生産が飛躍的に拡大されたさいには，

熟練労働者不足が顕在化するとLづ事態も生じたのである。労働者の内的編

制としては，熟練労働者による不熟練労働者の統轄という形での編制がえが

行なわれた。新たに電機工業に雇用された不熟練労働者は安価な調達が可能

であったが，単純作業の分野には婦人労働者も多かった。

このように80年代の電機工業は，強電工業への移行にともない，技術，生

、産方法，分業関係，資本と労働の存在形態等々の点で大きな構造転換を遂げ

たが，それも90年代の激しい発展に比較すればいまだ緩漫なものということ

ができ，従って以上の過程はあくまで質的な意味においてとらえられるべき

である。
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〔住〕

(1) J. Kuczynski， Die取 wegungder deutsche11 Wirtschaft vo111880 bis 

1946. 2Auf1age， 1挺S手ヂF>訳，高橋 e中内訳「ドイツ経済史j.お妥協，昭和29

第八議¥GustafSto1per， D鈍 tscheW irtschaft sejt 1870， 1964， 設定弁

栄八郎言f{， ~現代ドイツ緩務史j ，昭和44年，第八霊祭などを参照のこと。

(2) 警意気機械技術の発震はお宝f~代に急速に選んだがその概要書官知るためには，竹内

宏「穏気機拶エ言葉j，昭和41年， 12~13交をみよ。

(3) 小林袈裟治 rG'EJ ，東洋経済新報社，昭和45年， 2~35京。

(4) A. Wirminghaus， Elektrizit込ts-industrie(Handwりrterbuchder鋭部E

wissenschaften 3Auflag母 3BD'S，928 

(5) A， E， G設の設立と発肢に麗しでは次の諸箸を参照した。

H. Haase， Die A. E. G u11d ihre wirtschaft1iche B母d♀utung.Monographi母

号i11estechnisch合nGrosbetrieb， 1902. F. Fasolt， Die sjeb告11grosten 

d巴utsch母お Elektrizitats-Ges母llschaften，ihre E11twi乙klungund Unterne門

hmertati窓]おit.1904. SS.38~74 ， Emi1 Schiff， Allgem告ineElektrizitats口

G部告l1sch日ftund B位協lerElぬtrizitats=We必至e.Eine volkswirtsc単一

ft1iche und priすatwirtschaftlicheUnt告rsuchung.1915. 

(6) A. E. Gの1883年の「営業報告書jによれば，統にこの時期に創業活動と製洛

誘致の併行的拡大の方針が凝立されていたことが務らかである。 r徐々は自己の
資金で、発電所を建設する意向である。しかしその発電所会社は，

後は独主主の会社?こ委ねられるofilJ童文なら我々の資本を不断に新たに設立怒れる企

業のために流動的な状態にしておかなければならないからである。 JHaa器e，a. 

a. O. S.12より。

(7) シ品ずケノレト湾機会社の設定と発震については， F. Fasolt議.a. O. S8.77 

-101， A. Enke， Das Anwachs佼1 der Aktien窓告sel1schaftenjn der 

Elektrizit品ts--undTexti1叩i11dustrie.1912， SS.19-20号事を参照した。

(8) シャ…フハウゼン銀行はこのの望bγ~ O/ケノレト電機グル…ブの幹泰銀行として

癒着を深めたが，のちの集中運動にさいして大きな役割を演ずるのである。

(9) 以降代の宝客機工業においては後述するように流通過程を通ずるグループ化の進

その意味々はこのようなシュ vケノレトの既存製作

(lQ E. Krel1er， Die Entwicklung der deutschen elektrotechnischen 

Industrie， 1903 Sふおよび民 Haase，a. a. 0， S8.65~80 

長1) E. Krel1母r，a. a. O. SS.8-9 

(12) E. Krell母r，a. a. O. 8.9 

(13) E. Kreller a. a. O. 88.9'、-10
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倒たとえば A.E. G.の製作所においては5馬力以下の小規模な電動機の製造

は不熟練労働者によって行なわれた。E.Kreller， a. a. o. S.39 

(3) 90年代の電機工業

[90年代の概観〕

80年代に強電工業への質的転換を遂げた電機工業は， 90年代に入り急激な

拡大再生産を展開し独占体制の確立に向って激しい競争が行なわれた。折り

しも73年恐慌以来20数年間に渡って支配した世界的な大不況は， ドイツにお

いても80年代後半以降の炭坑集中運動に明瞭に看取されるように，主要産業

部門における生産と資本の集積，集中を槙杵とした独占形成の一定の前進に

よって，漸くその終末をむかえようとしていた。恐慌史の示すように， 90年

代は80年代末からの一時的な景気回復をみたものの， 90年代初頭には南米と

くにアルゼンチンへの資本輸出に深くかかわっていたロンドンのベアリング

商会の崩壊を契機に1890年恐慌が勃発した。加えてアメリカ(1890年〉およ

びロシア(1891年および1893一例年の独露関税戦争〉の高率保護関税による

輸出困難，さらにオーストリアとアメリカ合衆国での恐慌勃発(1893年〉は

ヨーロッバの不況に対し一種の側圧を加えた。

しかし，それも90年代の半には漸く克服され，ここに大不況は最終的に終

わりを告げ，独占支配の最終的確立にとっての物質的基礎をなす世紀末の昂

揚にとってかわる。この直接的契機は，電気経営の建設，交通機関の調密化

(軌道・高架鉄道・急行鉄道・地下鉄道〉及び，特にアメリiカ合衆国とドイ

ツにおける鉱山，製鉄業の大規模な新設によって与えられたとされる。とこ

ろで 11895年一1900年の好況は，国が異なるに従ってそれぞれ生起り時期を

干異にし，個々の現象もまたその継起の点においては例外がある。銑鉄生産

は， 1895年にはアメリカ合衆国とフランスでは不況の下降最低位に到達した

のに対し， ドイツとイギリスでは既に1892-3年に上昇が始まっていた。し

かし，著しい増大は1896年になって初めて起ったのである。(1)J 
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ドイツに関しては1888年末から89年初に I戦争の危険と経済的昂揚にと

っての阻害物が退ぞき，好況が発生し，それとともにただちに工業製品と工

業株の気狂いじみた投機，強力な創業活動と価格形成における行きすぎが発

生した。崩壊は必然的な結果であり，すで、に1890年の春にはそれが明らかと

なった。しかし，もはやこの好況前に工業を支配していた雰囲気と同一なも

のではなかった。不況はもはや自明のこととはみなされず，新たな良好な景

気変動の前の休息期 Ruhepauseと考えられた(2)J。

このように80年代末からの「好況」は，これまでの大不況のなかでみられ

たエピソード的景気回復とは明らかに質的変化を意味しており，集積，集中

運動の進展を反映するものであった。しかし， 90年代初頭の世界市場的環境

はドイツにとっての新たな昂揚のためには制約条件をなしていた。それは合

衆国における恐慌と独露関税戦争に他ならない。したがって1894年 3月20日

の「独露通商条約」によるロシアの関税引き下げが，Iドイツの経済発展におけ

る重大な転換点」とされるのは，これがその後の好況の「唯一の原因なので

はなく，ただもっと重要な原因(3)Jだからである。加えて例年秋の合衆国に

おける「マッキンレ一関税」から「ウィルソン関税」への移行による関税率

の引き下げと， ドイツにおける「輸出補助金制度」は，後進資本主義国ドイ

ツにおける早激的独占形成が必然化した世界市場への進出を進めるうえで大

きな意義があった。

それで、は上述のような一般的景気上昇的諸前提のもとで，特殊に，電機工

業にとっての条件は90年代を通してみたばあいどのようなものであったか。

既に80年代の後半以降には基本的に形成されていた構造は一層拡大深化し

ため。特に旧来の都市交通の中心であった馬車軌道の電気鉄道への転換，機

械工業や鉱山業の動力機構への電動機の採用，鉱山鉄道の電化，農業用機械

への電気の応用，電気炉，電気化学部門の創出，起重機， リフト，エレベー

ター等への電力の導入が行なわれた。 ドイツの工業諸部門での動力機関の電

化の程度は第2表に示されるように90年代から二十世紀初頭にかけて広範に

進められ， 1907年には建設とガス・電気などの公共企業を除く工業全体で
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19.7%，そのうち重工業部門では21.9%，軽工業部門では17.1%の動力機関

が電化された。

〔第2表〕

1907年・ドイツ工業の動力構造と電化率

鉱山|非鉄冶1 |霊諒ム|孟:il21化学l |繊維i裁判皮草

量~I 総 計 11，65611， 3491 78 

20 

3.35[ 0.44[ 0.74[ 0.51[ 1.46[ 0.80[ 0.90[ 0.05[ 0.57 

25.6 

原

轟出のカ干漏力) 

総計

モうちー電タ気ー I 261 1171 1‘8101 9991 668 

五酷号BZJ1096i061113311ベ0.23[ 0.1山 71 0.921 1.541 0.64 

撃力機吻じ|刈吋 22.0[叫36.3[川川町|川口

このような電機工業の製造領域の80年代を上回る拡大は，電力の長距離移

送技術の革新によるところが大きい。 1891年に完成された強電圧での電流の

長距離移送方式 089t年に， A.E.G.とスイスのエリコン社の共同受注でネ

ッカー河のロイフイン発電所からフランクフルトまでの 195KMを 1万5千

ボルトの電流を送電し，それによって三相交流電動機の稼動および電気照明

に成功した。〉は，大規模な発電所の建設と広範囲にわたる電力利用の可能
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性をひらいた点で， 90年代の電気工業の発展にとっての技術的視点におけるー

一大前進であった向。

80年代後半以降に顕著となった電機製作企業のグループ化の進展は， 90年

代初頭には既に主要な総合電機製作所を中核とする七大電機グループによるl

支配体制の形成をみた。しかし，新興産業としての電機工業にあっては，こ

の七大グループによる支配体制も独占体制の確立という視角からはいわば動

揺的性格と過渡的性格をもつものに過ぎなかった。それは，七大グループ体

制の形成自体が80年代の発展の所産にすぎないためであって， ドイツ電機工

業が90年代に展開した急激な拡大過程に比較すれば80年代はし、まだ序曲にと

どまるからであり，そのため90年代初頭に形成された七大グループ体制のも

とで，独占の最終的確立にむかつて激しい競争が展開されたのである。しか

L，この競争も世界史的にいって独占形成過程にある時期に展開されたとい

う条件に規定され，単純に自由競争的過程をたどったわけではなく，多かれ

少なかれ拡大過程と独占形成が重なり合って進行する重層的過程を展開した

ことが在目されねばならない。

その結果として電機工業は1900年恐慌後の集中運動を展開することになる

のであるが，独占体制の最終的確立にとって決定的に重要な1900年恐慌もそ

れに先行する90年代の発展構造の中に， とりわけ世紀末の昂揚過程のうち

に，恐慌を必然化させた条件が形成されてくると考えるべきであろう。した

がってここでは90年代の発展構造を電機工業の内的過程にそくして分析して

いくこととする。その場合われわれはここでは特に電機工業の生産の拡大過

程と販売，実現の拡大過程，労働者編制，競争形態の点に重点をおいて分析

することにしたい。もとより独占形成を問題とする場合，以上の点の分析だ

けで課題が達成されるわけではなく，資金調達・金融的条件の分析が不可欠

であろう。とりわけ電機工業のように激しい拡大をみた産業部門においては

決定的に重要であって，実際に，このために電機工業では独特な証券機構が

創出されたのである。したがってこの金融的条件については節を改めてとり

あげることとする。
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〔七大グ、ノレープ体制の形成と

既に80年代の誰移の と総合電機大企業との

分化が進壊していたのであるが，この両企業群の聞には資本関係あるい誌読

通過程てど通じて-5:去の系列関探が生み出され， 90年代初諜ころには総合電機

企業主f中按とする七つの企梁グループが形成された。それは， (1). A.E.G.グ

ノレ…ブ， (2). ジーメンス・ノ、ノレスケ・グループ， (3).ウニユオン(UnionE司G)

・グノレーブ(6)，(4).シュツケノレト・グループ， (5). クンマー (Kummer).グ

ノレーブ， (6).ヘリオス(Helios)・グループ， (7). ラーマイヤー・グループで

ある。これらはグ、ノレ~プの中核企業である総合議機会提の資本規模にもとづ

いて， A.E.G.とジーメ γス右中心とする 2つのグループ〈大グループ)， 

ウニオンとシ品ヅケノレトの2つのグループ Cr:tグ、ル…プ)，タンマー・へ手

オス・ラーマイヤーの3夕、、ノレープ(小グループ〉に分けられる較議をしめし

ていた。第3表は虫 90年代の主要七大電機会社の資本規模の発展をあらわす

ものである。

3表〕

七大電機会社の資本の発展

l寸
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ラーマイヤ{

ヘザオス

綴考出兵 T.Loewe， Die elektrot芭chnischeIndustrie. S.83 
単位 100万マルク， Aロ株式資本・投債・積立会等の合計

沼山不動産・機械・原料・製品ー建設にいの設備等の合計

c=保有証券・共同重量資・薩接管理下の会業等の合計

35，242 

20，514 

17，63事

グノレーブイじは，たんに総合企業と専門企業・部品企業との関係

だけでなく，さらに耀機工業の製品薮惑の拡大方法とも関連して緩めて

な?診をとって進行した。以下ゼは総合議機企業をや心とす

ることにする。

80年代後半以降， 90年代を通し は諸大な数の企業設立がなさ

たいしてお， 3)の企業群試，1)の製瀧会社にとってはそ

たるものであった。 4)の経営会設・金融会社は，主とし

力会社・各種電鉄会社の経営の代行や，そ

缶務とするものであった。(特に電機工業の発展過積における

あ

-融資を
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たした機能については節を改めてとりあげることとする。〉

電機工業の中核部分である電気機械製造の総合企業は，固有の製造業務の

他に企業者業務 Unternehmergeschaftをも併せ行なう必要があった。 そ

れは次のような事情にもとづいていた。電機工業にとって，その製品のエネ

ルギー源としての電力の抽出と移送機構が，即ち発電所・送変電所，都市で

の電力供給のための電灯・電力センターの建設・創業が必要とされたし，ま

たこれらの諸設備は同時に電気機器の販路としての性格も有していた。同様

に，電気機械製品の販路の拡大にとって，各種の電気鉄道の建設ないし既存

の鉄道の電化が極めて重要な課題であった。

ところで，発電所，送変電所，電灯・電力センターにしても，電気鉄道に

しても，当時の資本市場の状況のもとでは独立の企業として，たとえば株式

会社組織で創業してもその株式を売却することは著しく困難だったのであ

る。というのは電機工業の発展があまりに短期間になされたことから，電力

・電鉄会社の収益性・確実性を判断する経験も不足していたため，資本市場

における投資家層は充分な確信をいだくに至らなかったためであるめ。

信用銀行 Kreditbankの側の事情もほぼ同様で、あって， 銀行ば電気機械

の製造会社と電力会社・電鉄会社の二様の企業に対して「銀行政策j上異な

る態度をとった。即ち電機製造会社に対しては80年代以降の着実な発展を遂

げていたことから，この産業の将来性は確実なものとされたため，製作会社

の資金需要にたいLては株式会社への組織変更にしても，設備拡張に対して

も喜んで応諾したのにたいし，発電・電鉄会社の資金需要に対しては著しく

消極的な態度をとったのであるめ。 し

したがって， 90年代初頭に成立した七大電機グループが相互に激しい競争

を展開しているなかで，各グループが販路の拡大のためには電機製品の「消

費者層」を構成する電力会社の建設・創業や各種電気鉄道の設立・電化を他

ならぬ製造企業自身のイニシナテイブで行なわざるを得なかった。かくて電

機工業の独占形成・グループ化運動は新たな局面をむかえ，新企業の設立と

独占形成が重層的に展開しそれをめぐって各電機クやループの販路獲得競争
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の主要な舞台を形成することとなった。電機工業の中核たる電機製造会社が，

固有の製造業務の他にそれと併行して展開した販路拡大の方法=電力・電鉄

会社の創業・参与・経営参加業務を「企業者業務 UnternehmergeschaftJ 

と名付けるのであるが，とりわけ90年代において個々の製造企業はもとよ

り，電機工業の総体的構造のうちにしめるこの企業者業務の比重は決定的に

大きいといわなければなるまい。

企業者業務の具体的な形態としては， 1)，狭義の企業者業務としての創業

業務 Grundungsgeschaft， 2) ，参与業務 Beteiligungsgeschaft， 3) ，融

資業務 Finanzierungsgesch訂t等に区別されるが， 以下それぞれの活動の

概要をしめしておこう(10)。

仁創業々務〕においては，製造会社が発電所の建設や電気市街鉄道の敷設に関す

る認可を郡市，市町村から受け，それに基づいて形式上は独立の発電・電力会社，

電鉄会社を株式会社なり有限会社形式で，地方自治体と共同出資かあるいは製造会

社単独で創業する。設備の建設・電気機器の供給は製造会社によって行なわれ，現

物出資を行なった。このようにして創業された会社は，前述の経蛍会社(これもま

た製造会社によって創業された押)に譲渡されるかあるいは創業者たる製造会社自

らが所有し，直接，間接的方法により支配を集中したのである。 c参与業務)，こ
れは，創業々務から必然的に生じてくるもので、あって，株式会社として創業された

会社の株式は， 90年代初頭の資本市場の沈滞という一般的趨勢の他に前述のごとき

事情のため， 90年代前半tこは市場で売却が困難であった。したがって結局のところ

創業者たる製造会社の多数株所有という結果になった。この参与業務は，製造会社〆

による諸企業の支配集中を可能にしたと同時に，後述のように製造活動の拡大にと

っての負担ともなり，製造会社のもとでの証券累積の流動化としう課題が生じる原

因となった。 c融資業務)，これは創業々務と参与業務という枠組みの中で設立さ
れた会社が，設備拡張のためγ 或いは経営の運転資金を必要とした場合，製造会社

が融資するもので，一定の利子をとって貸付けたり，将来の株式，社債の発行の時

まで前貸しされた。

当然のことながら，製造会社を中心とするこうじた企業者業務の拡大は，

製造会社のもとでのおびただしい資本需要となって現われた。そのため 90

年代の前半には，主要七犬企業のうちジーメンス・ハルスケ企業を除いて
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懇でが株式会設形式への組織変更を完了し，それとならんで増資も仔なわれ

た(11)。

しかし，製造会社にとっては諸企業を創業することや参与業務・融資業務

を拡大することが，自らの製造商品の霊走路の鉱大と結ひ、ついてし、るために，

本来ならば差益議長部門に投下して生産の拡大的遂行に譲りむけるべき資金を金

閥さなければならなかったのそのことが製造業務の拡大にとって

の開害となるに吏るのである C

tJ、上の事情は，発電所会社，市街電議会社等が株式会社として鎖業されて

もさしあたりは資本市場での株式売却の可能性が非常に!幾られたものでしか

なかったことから一機探務な問題となったむ 〈この点が次節で接う，

業に独特な性絡をど与える資金調達関題，独特な証券的融資機構の成立の主要

雲寺閣であったことをここで予ゐ確認しておきたい。)

ともかく七大グループの販路拡大と結びついた企業者業務の展開は，各グ

ノレーブ間の激しい競争としてなされたのであって，発電所，電気鉄道の建設

・創業は90年代の末期には念、テンポで進められた。(発電所競設の発巌につ

いては，第 4

4 

ドイツにおける発電所建設の発議

年度 i発電所総数 公 z称fK滋W 力
送電総力〈千KW)

(=fKW) 照明用 動力用 l会 ω

148 38.5 30.9 5.07 35.9 
95 180 46.6 37.8 9.23 47.1 
67 265 78‘2 63.8 19.6 83.4 
98 375 111.5 87.8 31.3 119.1 
合言 489 168.3 117.6 695 1.8 179.4 
1900 652 230.1 156.2 .7 252.0 
01 768 202.3 127.3 329.6 
02 870. 438.8 252.5 172.9 425.3 
03 939 482.6 299.2 197.0 46自.3
む4 1，O27S 5 530.9 339.8 236.7 576.5 
05 1.1 376.0 279.4 655.4 
06 1，338 723.1 340.1 829.5 
07 1，530 858¥8 576.3 524.6 1100.9 

出典 Handwort恐rbucbder Staatswissenschaft告n3Auflage. 3BD.. 8.933 
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第5表は， 1901年の段階で経営されている発電所と電気鉄道のうち，七大

グループの企業者業務によって創業された発電所・電鉄会社の比率と，七大

グループ内の構成比率を示したものである。それによれば，公称出力ではド

イツ全体の48%，電鉄の延長キロ数では35.6%を七大グループが創業し，そ

の支配的地位を明瞭に看取できる。

〔第5表〕

1901年における発電所・電気鉄道経営にしめる 7大グループの割合

電
一
数
一
山

一
一
総
中
卜

一

(

一
所
力

発
一
:
出
i
称

発
公

ょ 11~~!f:16Æ艇長印M)I
道

2，868 

七グ 発 電所数 126 七グ 延長キロ (KM) 1，021.5 
大ノレ
公称出力(千KW) 169.2 大ノレ ※グ (%) 35.6% 

フ グ (%) ※ 48% フ

七 A. E. G 64.0% 七大 A. E. G 30.7% 
大グ ジーメンス 5.6% グ ジーメンス 13.7% 
ノレ
シュ γ ケノレト 13.0% 

ノレ
シュ γ ケルト 16.1% 

プ ウ オ ン 4.7% ブ。 ウ オ ン 26.5% 

構成内
ラーマイヤー 5.2% 構成内

ラーマイヤー 3.6% 
J¥ リ オ ス 4.3% J¥ リ オ ス 4.4% 

率比 ク ン ーマ 一 3.2% 率比 ク γ vマ 一 5.0% 

備考{出典 Fasolt. SS.170~172より作成

{七大クやループ内構成比率は，発電所は公称出力，電鉄は延長キロについて

l※はドイツ全体との比率

七大グループ聞の比率にかんしては，両部門にわたって圧倒的な地位を

A. E. G.がしめている点と電鉄建設におけるウニオンの地位が顕著で、ある点

に注目される。ジーメンスについては伝統的に弱電部門に重点をおいていた

ためであるが， A. E. G.に対して強電部門が劣勢であることが明白に窺われ

るであろう。
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[90年代

このような企業者議務の勢力的展需による電機工業の薮蕗拡大機構にささ

えられ，その生産も90年代の半以後急速に増大したo 80年代には議球生産を

とし，それと発電機，電動機等の強電製品の生産額が濡{言機器等の弱電

製品の生産額を徐々に上関っていったのであるが， 90年誌に入っ

る1擾{立の構造は一層明確なものとなった。その点を謀略的

に示すために， 1890/91年段階でのドイツ電機諸製品の生産構成を以下に描

げるの

6表〕

1890/91年の生藍価額で、みた電機生産構成

1) 

2) 蓄 怒 ?迄

3) アーク畿電球

4) 必Y 炭素鯵

5) 白熱費言球

6) 雲監信装舷

7)電話装稜

総生長安価額

内 j強 宅配 製

訳弱 1返 製

出兵 Faso1t.S.2部より

既に1890/91年段階で， ドイツ

全体の部タぎをし

圧器。

から90年初績にかけて漸く活発化して

&t 

占ち

(単位・百万‘?ルタ)

生産価額

6.50 

4.50 

2.0。
1.50 

2.50 

1.50 

1. 75 

20.20(100%) 

17.00( 85%) 

3.25( 15%) 

電動機・変

しめていることは， 80年代後半

・電力センター・鉄
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道の電化の増大を反映するものである。

ところで90年代の生産の急激な増大も同ーのテ γポで進んだのではなく，

90年代初頭の一般的不況状態に支配され92/3年までの電機生産増大のテン

ポは緩慢なものであったが，それ以降，急速な拡大をしめした。生産のピー

クは1899/1900年に現われたのであるが，その前年にあたる1898年の生産価

額の状態と各種生産物の構成，および1890/91年と比較した増大率をみるこ

とによって急激な拡大の過程をたどってみることとする。

〔第7表〕

1898年の電機生産価額とその内的構成

製 品 種 類 |生産価額ω切 M郎附K幻)川 1890/91昨年比

1)発電機械 52.00 

2) 電 動 機 4.40 935% 

3) 変 圧 器 4.30 

4) 蓄 電 池 13.00 289% 

5) 絶縁ケーフ守ル 28.30 

6) 裸 電 線 18.80 

7) 絶縁電線 18.00 

8) 電力積算計 5.50 

9) 白熱電球 5.46 218% 

10) アーク燈電球 3.80 190% 

11) 1/ 炭素棒 3.40 227% 

12) 電話装置 8.50 227% 

13) 電信装置 3.40 486% 

14) 電 池 0.60 

電機生産総額 228.70( 100%) 1，129% 

f強電製品 211.10(92.3%) 1，241% 

弱電製品 17.60( 7.7%) 542% 

出典 Fasolt. s.206の表より作成



ドイツ電機工業の独占形成過滋〈上〉 居主主 143 (673) 

90年代初頭の主主連鎖額と比較すれば〈担し1890/91年統計にはケーブル・

議蟻類の生産額が欠落している。ブアソルトはこれをピ約10 マノLグと

しているのでそれを含めると (1勺電機工業の総生譲価額では約7

増加をみせているのをはじめとし，強電製品と弱電製品の生産物議成比率は

90/91年には85:15であるのに対し98年には92.3:7.7というように，総生

産{題委震の増大とともに，その内的構成において強電用製品が鵠電用製品に対

する擾伎なーj欝たかめるものとして選展した。

個々の製品種調については，最も急激な増大をしめしているの誌発電機，電

動議，変圧器などの電気機械類の生産であって約10諮にものぼっているく13)。

議電裁は比較的議かの増大本であるが(約2.89倍)，これに関しては1890/91

年には特許の影響で単位あたり値絡が1898年よりも高かったということによ

るのであって生産物数最で比較したら増加率はさらに高まる。

特許の制i袈的作用のf患に労j動生A長性の上昇と競争の作朗をもっとも強く受

けたものとして篭球生産があげられる。たとえばアーク灯篭球試，生成物数

識で、は1890/91年には1万7千個だったが1898年には12万個と約ア倍の

産増加であるにも拘らず，生産鏑額総額では僅か1.9倍の上昇しか示してい

ないむこういった相違は白熱電球の場合にも指摘できる。すなわち1890/91

年の生産数は2(百万〉繍で， -M1あたりの部格は1.25マルク o したがって

生産僻額総額は2.5(百万〉マルクだったのに対し， 1898年には，生産数量

は9倍の18(百万){窓¥，一倍あたりの短絡は0.30マルクに器下

{街額総額では 5.4(百万〉 γ ルクと僅かに2奇倍に増大したのみである問。

このことは電球生産の緩域で著しい労{効生産性の上昇が90年代の中で行な

われたことを物諮ると同時に， 他方で詰またこの領域での競争が激烈だっ

たことの結果でもある。とりわけ電機工業の各種製品のなかでも各種の電球

は最も f市場建のある製品Jであり，臨接一綾能饗者と相対する臨品だった

こと，さらに認ーロッパの各環球製造メーカ…の激しい駿売畿争の結果であ

るといえよう。従って電球生産の分野では，竜機工業の各製品の内でも最も

くから鱈格協定の試みがなされたのであった向。
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それに対して，弱電製品の中での電信装置生産の緩慢な増大は専らその消

費者層の事情に帰国するのであって，そこでは国家，地方団体などの公共部

門がほとんど終ての消費層を構成していたこと，従って景気の昂揚に直接順

応して需要を拡大するといった性格をもたないことである。ところで電信諸

装置などに独占的地位を獲得していたジーメンス・ハルスケにあってはこの

いわば「固い消費層」に支えられることにより，独占的利潤を安定的に確保

していた点が注目される。

1898年に90年代初頭の生産水準を上回ること 7倍の生産増大をしめした電

機工業の発展は1900年にはその絶頂期に達するのであるが，ファソルトの推

定(1めでは1900年の電機生産額は 270(百万〉マルクにのぼり，そのうち七大

グループによって生産されたものの割合はおよそ 5分の 3，162 (百万〉マ

ルクをLめるところまで生産の集積が進展したのであり， 1900年恐慌以後の

集中運動の展開にとっての物質的基礎を形成したのであった。

〔第8表〕

シュAγ ケfレト電気会社の生産高の推移

機電気機械(発電) 変庄器アーク 探照灯計測器
重業官蛍業年度 -モーター 燈

数且且 I総(K出W力)数量I総(K能W力) 偶数 イ回数 偶数 (人)

1890/91 812 9，559 4，170 451 4，185 1，168 8.00 

91〆92日 801 10，373 4，743 601 3，699 1，270 11.27 

92/93 842 10，701 4，575 871 4，839 1，472 10.27 

93/94 1，157 14，886 6，573 671 5，745 1，994 16.90 

94/95 2，355 26，316 143 1，106 7，029 591 8，026 2，225 18.10 

95/96 2，889 46，808 143 1，945 9，782 70110，4891 3，570 29.60 

96/97 3，445 49;823 4611 6，209; 9，217 86 9，7251 5寸3.80
97/98 4，547 72，477 120 13 ， 1031 6.，8001 46.50 

出典 Fasolt. a. a. O. S.83 
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〔第9表〕

A.E.Gの電気機械生産の発展

営業年度
発電機・電動機製造 i 

従業員数
数 量※| 総馬力数 (P.S.)※

1891/92 750 9，000 

92/93 1，100 11，000 

93/94 1，500 20，000 

94/95 2，000 30，000 

95/96 4，000 70，000 

96/97 5，000 100，000 

97/98 8，000 150，000 

98/99 11，500 200，000 

99/1900 16，000 210，000 17，000 

1900/01 21，000 270，000 14，500 

01/02 15，500 210，000 15，000 

備考 ※何れも概数

出典 Kreller， (S.14)， Hasse (S.12)等より作成

[電機工業労働者の存在形態〕

90年代の生産の急激な拡大が生産方法の変革や労働生産性の上昇の結果で

あることはさきにみたとおりであるが，このことは資本と経営の存在形態や

個々の経営相互の関係の変化とならんで，電機工業における賃労働の存在態

様にも大きな変化をもたらしたのであった。さきに80年代の発展のところで，

機械制生産と分業の進展にともなう労働の質的変化の点に触れたのである

が，ここではかかる質的転換が総体としての労働者数の変化にかんしてし、か

なる推移の過程をたどったか，また労働者の内的構成との関連において景気

の昂揚過程で生じた「労働力不足」状態についてふれることにする。

先ず労働者数の総体としての変化であるが種々の調査によって全体的な推

移をみると次の表(第10表〕が得られる。それによると労働者総数は1890/

91年を基準とすると95年にはすでに約l.7倍， 98年には約3.6倍にも増加して
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し、る。

労働者総数の推移 〔第10表〕 備考

位単
1890/9年については

t方人] F. Voge1の調査。

106，966 1895年については，同

10 ~ 年の営業統計。

18~8年は rB巴gründung

zu d巴m Entwur・f
82，510関脇

/ 、eines Zol1tarifges-

etzJによる。(何れも

Fasoltより)

5~7 物級協調 1その他の年は，国家学

辞典，第3版。

第3巻より作成。

弘伽
3 

2 

1895年 1898年 1905年1906年 1907年

〔第11表〕

主要企業の労働者数

11895/961 96/幻 197/開 198/99 199/190011900/011 0仰 2

ジーメンス・ ワ
ハルスケ

ワ ワ ワ 13，628 13，886 ワ

A. E. G 6，711 9，817 12，000 13，382 17，361 14，644 14，897 

シュ vケノレト 3，150 4，640 5，850 6，780 7，413 6，868 5，365 

ラーマイヤー 427 712 1，397 ワ 2，264 2，264 ? 

出典 Loewe，S.91より

全体としての労働者数の増大は，特に総合大企業において集中的におこな

われた。 1898年の調査によれば，当時，電機工業の 201経営に54，417人の労
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働者が雇用されていたが，そのうち四大企業 CA，E.G.，ジーメンス・ハル

スケ，シュツケルト，ウニオン〉に32，000人，それに次ぐ3つのこ流企業

(へリオス，クンマー，ラーマイヤー〉に32，000人，残りの 149経営(専門

製作所，部品製作所など〉に約20，000人，従って約65%の労働者が七大企業

に雇用されていたわけで、ある (17)。

90年代の電機工業の飛躍的上昇と大企業への集中化傾向の進展は，このよ

うに労働者数の全般的推稚からも窺えるのであるが，つぎに角度をかえて各

製造(営業〉領域毎の労働者の構成・分布状況を1895年の統計調査によって

みるならば， 95年の段階では全体の労働者の約40%がアーク灯，白熱電球，

計測器，電力積算計，電気暖房，伝導装置等の製造部門に所属し，その次に

多いのが電気設備取付装置製造部門である。 Cただしこの統計には電気鉄道

部門が含まれていないじ 95年の時点での調査という事情を反映して発電

機，電動機などの製造門の労働者数が1900年前後と比較しでかなり低位に表

われている。〉

Lかし注目すべきことはー経営あたりの平均労働者数が著しく低位だとい

うことで，これは極く少数の大経営への集中化傾向と同時に個人経営，家内

工業などの極めて零細な経営がなお広範に存在していたことを物語るもので

ある。

【第12表〕

電機労働者の営業部門別構成

営

義
経

義
者労

数働

数臨1. 1191 

出兵 1895年の営業統計による (F.Fasolt. S.190) 
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全体としての労繍殺数の推移とその営業部門別分布構成が以上の知きもの

ったとしたら，その内部における労勢力の素的構成についてはどうであ

っ7C7J'。※

※この点にかんしては援に，大野英二氏による fベルリン機械工業における労働関

係(18)Jの労作がある。 氏はそこで 1ドイツにおける機械鋭生産の発燥が賃労働i

の存在形態にどうした変化を三ろたえたか，またドイツの賃労働の存在形態が機械鋭

どのように縦約したかJという「格革規定的関係J念切らかにするた

めに， I1日製の労議室関係の新型のそれへの滞緩(労使関係の変化)，ならびに!日裂

の労機器きの新裂のそれへの交代〈労働力の鴛の変化)Jの過程に分析の力点をおい

て， ベノレ予 γ機械工業の労使務係の再編過桜'a:考察されている。それによれば，

が， 19枇

紀中棄のブアグト手…・システムへの移行後も f中間親方議!Jないし請負親方制とし

工場指部議負制jへjlf綴されながら根強く残若手」したが，機械市u生産の発疑tこ

伴う労働過税の変化や工議寺内分業の滋燦は，企業主と労働者の『や謁震三たる磯長

の……広汎な権限?こもとづく家父長的おお裂の労働関係を解体して，徐々

のfヤ暴露能力の祭義援容を制度的に表示ないし協定する合潔的な新型の労働関係の形

成主ど促したjとされる。これはまた労働過程の変化と工場内分業の進幾の度合に応

じて整然殺生じた。とりわけ，巡燥の遅れた都内で、は家父長的な労働関係が支配

し， 1日型の労{幾三警の新裂のそれへの交代〈労働力の質の変化〉もみとめられない

が，進展望コ議しい「機放出器禁兵製作部門Jでは新裂の労縁関係の形成や労働力の質

の変化は最も滋捗しておち，総長の機能も労働過程の指揮と監督に徐々に制限され

ていく傾向があった。総じて「鋭定的な労機関係はなお芸多様な形惑で緩持されてい

る諮王室綴方鎚jであるが「労縁関係のいわば縦起的な発展{反応を示す務類型が，間

一工場内の諸生産部門として併存している」とされている。

以上の事情は?機械出器兵製作部門Jとしての性謡においては共通な篭議

、ても指擁できる。しかし，労j勤通翠の変化と

進畏をみた電機工業では， この「子容諒選議Jはより急漆に違援‘したとみるとと

ができるが，電機工業の労密努力の紫的構成としては大きく 3腐の労識者によ

って構成されていたのである例。一つは技額約変卒の念、速な進畏によって高

度の教育を受けた技師穏や紫業高校，職業訓練所，企業計務長立制度で…主主の

実業教湾訪j績を受けた戸新裂の労働者jp丸二つに持分業の進展にともなっ
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て生じた単結不熟練労働者j議。三つには旧来の綜絞の援強い部門でのつ5

型」労機者罵(i組J制度 KoIonne，団体請負 Gruppenakkord鍾愛によ

る〉がそれである問。いわば継総的な発機韻向を示す鰭類型がここにおい

ても併存していたといえる。

不熟議労働の分野の拡大にともない婦人労1勤務と年少労働者の増加を生み

たとえばジーメンス・ハルスケ社のウぉノレナ ニッケノレ渡

-ネジ研際・ケーブ/レ鋳型・軽な穿孔等の作業に1900年には全労

{勤者の25%を婦人労i勤者がしめてb、主こ(21)。

このように大部して王臆の労鍛え警より構成されていた滋機工業において

は， 90年代半以降の昂揚，拡大の過税で労j動力議要の著しいたかまりを訴し

たが，そこで特定の種類の労働力不足とL与問題が生じたのであった向。そ

れは特に強震の領域での組立コニ (Monteur)に関してである。これは

の労{勤者jに属するもので i議も有能な投上ヱ」とされているのであるが

この種の労働力不足が顕在化しだした90年代後半以降には昂揚過畿で増加す

る註文君主遂行できないといった例も現出するにきさった。とれは電機工業のよ

ってたつ労働力的議盤の賛による制約な示すものと考えられるが，この状膿

を克服するため， r紹過労働J，r二交替制U Doppelschichten J， r夜間労{瀦j

等の労j勤時間延長が行なわれたため労働者の諒誌も増加し， 1896年にはベノレ

ザンで、労働時間主妥結を華客求するーカ月にもわたる激しいストライキが，寅鋸

Gelbgies釘や真鐸縮ヱヱ Rotgieserらによって行なわれた。地方

ではシ品ツケノレトやウニオンの場合のように労轍カ不足克服のために有機的

構成を一勝たかめる新投資が好況から昂揚の過程で行なわれた倒。

景気の昂揚と労働力需絵の状態を反映して， 90年代米には賃金も当然上昇

1897年に法前年誌で平均部%， 98年には1O~15% ， 99年には約5%

の上昇会示した例。電機工業労i勤者。〉策金上昇は他の工業務部門の

した主要動因となった。 ベルリン商業界のある長老は 1897年に，

f手工業的に養成された労働者の急速なる護金上昇は，

めて著しい拡張がその際問である と述べている G
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♂〔第13表〕

19世紀米ドイツ機械工業労働者;の賃金

(労働日-8あたりi単佼マルク〉

1895 1896 18告7

組立ヱ Monteure 4.50 4.40 4.70 

鍛冶 I Schmi告白 4.70 5，00 5.00 

旋盤 Dreher …4.10 4.30 4.50 

仕上主 Scblosser‘ 3.90 4.15 4.25 

日傭取り T暗記lohner 3.30 3.50 3.50 3.60 

これはヘノレマン・ベず夕日記rmannBeckがずクセンのある大経蛍につ

P. Steller¥"Die Maschin告nindustriein DeutschlarHl，" S.2Oより

〔販売，

析分てつ~たわ間
掬出町

〕
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90年代ドイツ

してきたのであるが，ここでは諸驚機グループの高品実現役め

ける競争の展開退裂の問題をとりあ仔る。この問題は索機工業に

形成と密接な関連を有する。というのは，位， 90年代の電機工議は読に七大

グループの成立をみるととによりかなりの集中度を卒期におい

グヌレ…プと中小グループとの集積の葉会いに顕著な較差をしめしモいたもり

の，いまだ言者資本相支の麓争は激烈であり生漆諒整なり価格協定なりり何ら

かの独占的協定を実現Lうるだけの講造が形成されるまでに至らなかったこ

と。岳，ぢらに!説鴻のごとく，当時の電機工業にとぷての需要・諸費層を檎

成ずる鎖壌を電機製造企業自らのイニシァテイ{ヅで咋り出 、かなけれ

ばならなかったことからして，諾資本額五の競争はその集中的表現を販売、

おいて，とくにその側格の推移のうちに見い出すことができ

ると思われる。

電器製品の うに磁薮，ー毅消費者を対象として援売されるも

.電力会社・電気鉄道等の吾額の電気設備は注実生惑ののを除けば，



rイヅ電機工芸誌の独占形成過緩{土〉 居城

、性格言ピ有しており，それと問時に多品穣の結合・組み立てによっ

る。その場合も註文の種類により次の3つの静態をとった(26)。

e 電機製造会設が全く自らのイニシアテイブで，自

151. (681) 

こに製品を供給する場合には，電機製議会業の

いわゆる としで行なわれる。

Gむ悶家や地方団体が発注者となっているものについては競争入札

Submissionskonkurrenzじよゥて認可 J免許を与えられた製造・企業により

接{供給される o

@ 民間金業が工場動力として電気を導入したり，患家発電装置を敷設す

る場合等の比較的規摸の小さい電気機械設備を発恋する 大部分が

専門の設備敦社会設 Inst:allateureによって行なわれ，一部は電機製遊会社

の吏惑ないし営業所在通じて供結された。設備取付会社と電機製造会社との

関係は，すべてが特定の系列関係を有していたわけではないが，年々一定の

議機製品を製造会社から信用で欝入し年震末に購入代金会支払うふいう関係

にあり，これにより設稀取付会社は「親会社Jなる襲造会社の名義を傍タる

がγ 製造会社は設畿耳元付会社の行なう販売業務について誌持らの関与なしな

かった。(企業時般舟関係と名護貸出〉

以上の三三つの形態のうち，製瀧会社が庭らのイニシアテイブで企業者業務

として建設予駿売を持なう場合を騒いて，いずれにも共議することは，電機

設備予製品の駿持・実現は販売者による入札競争として符なわれること，こ

のため販売・実現の過程をめぐる製造会設〈薮売会社〕相互の競争は， λ札

制格をめぐって激しく展開されたことである。

ィ加、日 宮家が発住者となり電機製作企業Iの請負入手しによ

地方鑓体による 電力センタ電鉄会社の

建設，経営の場合とはやや災なる様相在呈した。読者に認して特に調営部内

製造において， ~建議部門と議溜池工業の一部にとって

継続的な販売市場念なすことで極めて盤饗で、あったが，強j撃の

鍛域のような急激な拡大という饗索も存しなかった台しかしここでの去虫色部
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門への販売をめぐる競争は電機製作所相互で注文の獲得のために激しく展開

されたために，結局のところ入札価格を引き下げる形で，いわゆる安値提供

(Unterbietung)に導びいていったのである。 したがって競争の結果は供

給価格の低下傾向への圧力として作用し，供給者，電機製作企業にとっては

徐々にこの部門への販売は必ず、しも有利なものとはならないという状況が生

ず、るに至った問。

これに対し都市，地方団体等による各種電力会社，電気鉄道の建設，経営

の場合には，具体的には，発注者たる都市，地方団体が建設，経営にかんす

る一定の認可条件を提示し，それにもとづいて製作企業相互の競争入札が行

なわれた。したがってここでは販売，実現をめぐる製作企業相互の競争は，先

ず，入札価格の引下げの方向で作用し，同時に需要者(発注者〉たる都市や

地方団体によって提示される営業に関する認可条件(たとえば電力や電鉄の

料金率の決定等にかんして)の悪化が，製造企業，供給者に対する不利な重

圧として作用するに至った(29)。

電機工業における競争の諸形態のうちでも，製品の服売，実現過程の場で

のかかる特殊な競争の存在形態は，その当時の電機工業における生産と資本

の集積，集中の進展度， 独占形成の過渡的性格とも関連しているものであ

る。

この点は販売価格の推移からも指摘できる。価格の推移を総括的に示す資

料はないが，個々の断片的資料や製造会社による「営業報告書」の紋述等よ

り判断するならば，全般的な推移としては好況期も含めて90年代を通して，

電機工業製品の価格は低落傾向を示していたことが確認できる問。もとより

多品種生産を特徴とする電機工業の個々の品種についての個別的要因の差別

性はあるが(特許，生産費構成要因，需給関係)，問題は好況期をも含めて

の全般的傾向として指摘できる価格の低落傾向がし、かなる要因に規定された

ものかを確認することであろう。

第一は， 90年代の電機工業の急激な拡張，固定資本の更新的拡大による労

働生産性の上昇の結果としての生産費要因の低下とし、う作用をあげることが



153 (683) 居城ドイツ索機工業の独占形成過怒(上)

生童高の推移のところで電球悩格を例にあげ、この点についてで、きる o

るとみてまちがいなて述べたが，その能の電気機械部門についても

。
〉1
 
3
 
〈
、
き

:v

第二に指摘できるのは上述の，電機製品の販売，

議や形態の作用で、ある

このごつの婆哉は河方向への作患華客間と考えられるが，ここでの間離は強

る。労働生産性の上昇によ

る特殊な

占形成との関連でみたばあし

さらに商品の

実現の通謹での特殊な競争過複を通ずる椀格引下げ傾向は，企業毎の

るかたちで巡牒ずることとなった(問。とりわけ，絞売

実現湖程の競争において，生産性向上認よる生産費低下の利揺を確保しうる

ようなイ独占的支配構造jを撰立することなしに，その部分合相殺する務格

軒下げを余儀なくされたこと

は，当然，企業毎に室長異を生じそこに欝劣関係が生家れるし，

企業毎このことはヲ自する必擦があろう。

より高いき主鐙性の上昇を可能とした大グループとそに受ける非用を異にし，

ととな

ろう。

何れにせよ価格の変動と競争遊程について以上の支持~結果合生じたのは，

り劣る中小グループとで誌，競争過程で務確な較差てと生みだす

ったとしてよし

おいて市場支配力の点では七大電機グ、ノレープの

る独占体?援がし、まだ最終的には確立していなかつ

ものであろう。競争過程で生じた綾上の矛踊は世紀米昂揚過

程のうちに顕在化した造乗tl生康・価格引き下げ薬問の追加的野成により

深刻な問題となり側，大グソレ…ブとの較援はより磁駿化しその後の本格的集

占体系確立への逃粧を必然化した重要な要因であったと考え

形成をみたものの，

90年代に入って

中運重3・
られる。

しかし以上述べたごとき電機工業の90年代における展謝構造は，その金融

的条件一一とりわけ証券代伎会社を中心とする一…の分祈念まってはじめて

その全体的講造における把握が可能となるか何故な

者業務の展開を支えた不可欠の条件だったからである。 したがって次第で、
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は，電機工業の発展における金融的条件の分析を行なうこと?とする。
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倒 園内的に紋上の問題をかかえていた電機工業は90年代後半から海外進出を積極

的に展開したが，海外進出への動力として絞上の問題が重要な要因として働いて
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